
閉
経
を
は
さ
ん
だ

約
10
年
間
に
発
症
。

幅
広
い
年
齢
で
発
症
。

ス
ト
レ
ス
の
影
響
も
。

◀◀ 更年期をサポートする高麗人参のチカラは次ページで！

最新の 　　　　　　
　を

お届けします！
品質保証・研究開発室

から

高麗人参情報  
Ginseng Report
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ホ
ル
モ
ン
の
減
少
が
主
な
原
因
。

　

女
性
の
更
年
期
と
は
、
生
理

が
止
ま
る
「
閉
経
」
を
は
さ
ん

だ
前
後
約
10
年
間
の
こ
と
。
日

本
人
の
場
合
、
だ
い
た
い
45
歳

か
ら
55
歳
あ
た
り
で
す
。
20
〜

30
歳
代
の
頃
は
、
卵
巣
が
活
発

に
働
い
て
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
閉
経

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
卵
巣
機
能

が
低
下
し
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
が
自
律
神
経
に
も
影
響
し
、

不
眠
や
冷
え
と
い
っ
た
様
々
な

症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
ど
の
症

状
が
現
れ
る
か
に
は
個
人
差
が

あ
り
、
複
数
の
症
状
が
重
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

卵
巣
が
正
常
に
働
い
て
い
る
時

は
、
脳
の
指
令
を
受
け
て
卵
巣
が

女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
を
適
量
、
分
泌
し
ま
す
が
、

卵
巣
の
機
能
が
低
下
す
る
と
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
急
激
に
減

少
し
ま
す
。
す
る
と
脳
は
、
分
泌

し
な
い
卵
巣
に
対
し
て
、
さ
ら
に

分
泌
す
る
よ
う
に
指
令
を
出
し
ま

す
。
指
令
と
応
答
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
る
こ
と
で
自
律
神
経
が
乱

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

男
性
の
場
合
も
ホ
ル
モ
ン
が

関
係
し
て
い
ま
す
が
、
女
性
と

比
較
し
て
発
症
す
る
年
齢
の
幅

が
広
く
、
30
歳
代
後
半
か
ら
70

歳
代
近
く
ま
で
症
状
が
現
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
１
つ
、
テ
ス

ト
ス
テ
ロ
ン
は
、
生
殖
機
能
に
関

わ
る
他
、
筋
肉
の
増
強
や
意
欲

の
促
進
な
ど
多
様
な
働
き
を

持
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
よ
う

に
40
〜
50
歳
代
に
劇
的
に
減
少

す
る
の
で
は
な
く
、
20
〜
30
歳

代
頃
か
ら
徐
々
に
減
少
。
こ
れ

に
伴
い
、
不
調
が
少
し
ず
つ
起

こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
に
よ
っ
て
テ
ス
ト
ス
テ

ロ
ン
が
急
激
に
減
る
と
、
症
状

が
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
男
性
の

場
合
、
身
体
症
状
よ
り
も
、
う
つ

や
イ
ラ
イ
ラ
と
い
っ
た
精
神
的

症
状
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

男性の更年期

女性の更年期

不眠

頭痛不安

集中力
低下

性欲
低下

筋肉量の
低下頻尿

男性の更年期は精神的な症状が多い

ほてり

うつ

目まい

イライラ

冷え 発汗

男性機能
低下
男性機能
低下
男性機能
低下

肩こり

「
更
年
期
」
と
い
え
ば
女
性

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
最
近
で
は
、
男
性

の
問
題
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。男
女
と
も
、

肩
こ
り
や
頭
痛
や
不
眠
、イ

ラ
イ
ラ
な
ど
様
々
な
不
調

が
現
れ
ま
す
が
、高
麗
人
参

に
は
、こ
う
し
た
症
状
を
緩

和
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

女
性
も
男
性
も

女
性
の
更
年
期
症
状
が

起
こ
る
し
く
み

卵巣機能の低下で
エストロゲンの分泌量が減少

卵巣

脳視床下部 エストロゲンを
出しなさい！

脳
か
ら
の
指
令

子宮そう言われてもムリ…

卵巣からの
応答がない

エストロゲン

冷え

イライラ
頭痛

ほてり
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自律神経のバランス

高麗人参を投与したマウスと、投与し
ないマウスに、自律神経のバランスを
乱す刺激を与えて、肩の末梢血管の血
流の変化を見る実験を実施。高麗人参
を投与したマウスの方が、投与しない
マウスに比べて、刺激による影響が小
さいことがわかりました。この結果から、
高麗人参には、自律神経のバランスを
整える働きがあることがわかります。

刺激なし

刺激あり

刺激
+

高麗人参

血流
0 0.2 0.4 0.6 0.8

（ml/min/g）

副交感神経を刺激した場合

刺激を与えない時を基準値としま
す。副交感神経に刺激を与えた場
合、血流が基準値よりも増加しま
したが、高麗人参を投与したマウ
スに刺激を与えた場合は、変化は
ほとんどありませんでした。

刺激なし

刺激あり

刺激
+

高麗人参

血流
0 0.2 0.4 0.6 0.8

（ml/min/g）

交感神経を刺激した場合

刺激を与えない時を基準値としま
す。交感神経に刺激を与えた場合、
高麗人参を投与したマウスの方が、
投与しないマウスよりも、血流が
減少する度合いが小さいことがわ
かりました。

精神的ストレスがかかると唾液中のストレスホルモンの分泌量が増えます。試験
では、男女10人を2グループに分け、精神的ストレスをかけた前後で、唾液中の
ストレスホルモンの分泌量の変化を調べました。
その結果、高麗紅参組成物を6粒摂取したグループの方が摂取していない方に比
べて、休息後のストレスホルモンの量が減少。このことから、高麗紅参組成物を
摂取した方が、精神的ストレスからの立ち直りが早いことがわかります。

精神的ストレス

更年期に起こりやすい症状

更年期に現れやすい症状を訴える人が高麗紅参組成物を1日3粒、3ヵ月間
飲んだところ、50％以上の人が症状の改善を実感しました。
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唾液中の
ストレスホルモンの変化

 精神的ストレス
終了から
10分休憩後

精神的ストレス
直後

高麗人参を摂取
した方が、休息
後ストレスホル
モンの分泌量が
より早く低下。
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境
環
活
生
く
働
が
り
か
ば
経
神
感
交
。
代

の
ス
ン
ラ
バ
ン
モ
ル
ホ
う
伴
に
齢
年
、
に

が
状
症
の
期
年
更
で
と
こ
る
な
重
が
れ
乱

。
す
で
の
る
な
く
す
や
り
こ
起

、
と
る
見
を
状
症
な
的
体
具
の
期
年
更

　

神
感
交
、
は
り
ば
わ
こ
の
肉
筋
や
り
こ
肩

血
、
し
張
緊
が
体
身
て
い
働
に
剰
過
が
経

ま
り
こ
起
で
と
こ
る
な
く
悪
が
り
巡
の
液

調
温
体
の
経
神
律
自
は
汗
発
、
方
一
。
す

。
因
一
が
と
こ
る
な
に
定
安
不
が
能
機
節

用
作
る
え
整
を
ス
ン
ラ
バ
の
経
神
律
自

　

と
こ
る
す
用
飲
を
参
人
麗
高
た
え
備
を

こ
ぐ
ら
和
が
状
症
の
ら
れ
こ
、
で

期
が
と

。
す
ま
き
で
待

を
泌
分
の
ン
モ
ル
ホ

も
き
働
る
す
進
促

。
以
る
え
整
を
経
神
律
自
、
は
参
人
麗
高

　

調
不
の
期
年
更
で
き
働
な
様
多
、
も
に
外

巣
卵
な
激
急
、
ば
え
例
。
す
ま
し
ア
ケ
を

エ
の
ン
モ
ル
ホ
性
女
、
し
制
抑
を
え
衰
の

、
た
ま。
す
ま
け
助
を
泌
分
の
ン
ゲ
ロ
ト
ス

を
き
働
の
様
同
と
ン
ゲ
ロ
ト
ス
エ
で
内
体

で
中
の
齢
加
も
性
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も
性
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は
期
年
更

　

用
活
を
参
人
麗
高
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期
時
い
な
れ
ら
け
避

た
れ
乱
、
が
参
人
麗
高

。
る
え
整
を
経
神
律
自

す
で
々
様
は
調
不
る
れ
現
に
期
年
更

　

ア
ケ
く
広
幅
を
ら
れ
こ
は
参
人
麗
高
、
が

人
麗
高
が
の
る
な
と
ギ
カ
の
そ
。
す
ま
し

る
よ
に
ド
イ
サ
ノ
セ
ン
ジ
分
成
用
有
の
参

。
す
で
き
働
る
え
整
を
経
神
律
自

流
の
液
血
、
は
と
経
神
律
自
も
そ
も
そ

　

感
交
る
な
に
発
活
に
ど
な
時
張
緊
や
時
動

あ
が
経
神
感
交
副
く
働
に
時
る
い
で
ん
休

こ
く
働
く
よ
ス
ン
ラ
バ
が
つ
２
の
こ
、
り

。
す
ま
い
て
れ
さ
持
維
が
康
健
で
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端
極
が
か
ら
ち
ど
の
ら
れ
こ
、
し
か
し

　

れ
現
が
調
不
に
体
身
、
と
る
れ
崩
が
ス
ン

人
の
で
庭
家
や
場
職
は
代
現
に
特
。
す
ま

時
る
れ
ふ
あ
が
ス
レ
ト
ス
ど
な
係
関
間

試験結果が証明する高麗人参パワー
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